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○総合テーマについて“ひとこと”
常葉学園大学長　　齋藤締淳
○事業の実施報告
・女性学・ジェンダー研究国際フォーラム
・教師のための男女平等教育セミナー
・家庭・地域で担う子育て支援セミナー
・海外婦人教育情報専門家情報処理研修事業
○事業予告・募集
・NWECアドバンストコース
・エルネットによる「家庭教育セミナー」のシリーズ
第２弾放送開始!!
○調査研究資料の作成
○情報ネットワーク
○ことばの基礎知識
○嵐山往来
○ボランティアコーナー
○全国ボランティア情報提供・相談窓口から
○かいらんばん
－8－
かい ら ん ばん
この度、国立婦人教育会館は平成13年1月6日より国の中央省庁等の改革により、国立女性教育会
館へ名称を変更すること及び行政改革により平成13年4月（独立行政法人の設立日、現在未定）より
独立行政法人国立女性教育会館へ移行することをお知らせします。
※　休館日（平成12年11月～平成13年1月）
11月6日（月）・20日（月）
12月4日（月）・18日（月）・28日（木）～31日（日）
1月1日（月）～ 5 日（金）・15日（月）
休館日でも前日に宿泊した方は、朝食と午前10時までの宿泊棟の利用ができます。
電話やＦＡＸによる申し込みの受付や利用相談も行っています。
【申し込み専用電話番号】 ＴＥＬ：0493-62-6723 ＦＡＸ：0493-62-6720
※　婦人教育情報センターの夜間開室
会館利用者の学習支援を目的として、11月末までの毎週金・土曜日に婦人教育情報センター
の開室時間を午後9時まで延長しておりますのでご利用下さい。
※　全国ボランティア情報提供・相談窓口
【受付時間等】12月28日～1月4日を除く毎日　午前9時～午後5時
電　話：0493-62-1131 ＦＡＸ：0493-62-8185
Ｅ-mailアドレス：vol@nwec.go.jp
会館ホームページアドレス：http://www.nwec.go.jp/
（インターネットによる情報提供を会館ホームページから公開しています。）
3～ 5日　韓国女性開発院との共同研究会
7～10日　北京世界女性会議5周年北京JAC第5回シンポジウム
10～15日　自治体女性管理者フォーラム
11日　西部地区学校事務研究会事務職員研修会
12日　西部地区学校事務研究会事務職員研修会
15～16日　埼玉県手話通訳問題研究会埼玉集会
29～30日（社）茶道裏千家淡交会東京第二東西支部青年部
30～1 日　2000年ガールスカウトギャザリング北関東地区
●ヌエックカレンダー
主な利用団体（７～９月）
７月
８月
7～11日　埼玉県総合教育センタ （ー学校栄養職員・養護教員研修）
7日　埼玉県公立小・中学校女性校長会
9日　同和教育実践報告会
9～10日　日本総合教育研究会（幼稚園・保育園関係者実技研修）
10～12日 （社）全埼玉私立幼稚園連合会　西部ブロック代表
17～18日　埼玉県高等学校家庭クラブ連盟
18日　埼玉県小学校家庭科教育研究会
22～25日　東京都教育庁体育部（学校栄養職員研修）
23日　埼玉県公立小中学校事務職員研究協議会
24～26日　東京都公立保育園研究会
25日　栃木県婦人教育指導者研修
９月
15～17日　東京いのちの電話
16～17日　第16回埼玉県学童保育合宿研究会
19～20日　埼玉大学厚生補導教職員研究会
25～30日　第35回地方自治体女性管理監督者研修会
「セクシュアリティをめぐる現在」
編 集 後 記
●お知らせ
昨年埼玉医
大において性
転換手術が行
われるなどセ
クシュアリテ
ィをめぐって、
性的マイノリ
ティの立場か
らの動きも見
られるように
なりました。
そこで、セクシュアリティや性についての規範を
めぐる歴史的文化的流れをジェンダーの視点から
探るとともに、現在の動きについて考える資料を
一階エントランスホールに展示中ですので是非ご
覧ください。
＊展示資料例
「性同一性障害はオモシロイ：性別って変えられる
んだョ」「トランスジェンダーの仲間たち」「ドメ
スティック・バイオレンス」「問われる女性の人
権」ほか
●展示コーナー
今号の表紙は、会館がある嵐山町のさまざまな祭りを紹介しています。
掲載するにあたり、主に祭りに関してのみではありますが、その起源
等を知るにつれ、嵐山町の方のふるさとへの愛着や引き継がれてきて
いる文化を垣間見れたことは私事ではありますが大変良かったと思い
ます。会館に訪れた際には、少しでもこの嵐山町に触れていただけれ
ばと思います。
「かいらんばん」のお知らせにあるとおり、国立女性教育会館へと名称
が変ります。この広報紙もかつては名称を「国立婦人教育会館ニュー
ス」としていた時期がありました。今後も会館の情報をつぶさにお伝
えしていきますのでよろしくお願いいたします。
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▲ 古里の獅子舞
▲ 花火大会（都幾川）
▲ 古式火縄銃の実演
▲ 嵐山祭り
時代まつり▼
●利用案内
省庁改編による名称変更及び行政改革による独立行政法人への移行
▲
▲ 鬼鎮神社の節分祭
赤鬼と青鬼
「嵐山町の祭り」（P7に説明）
－7－
ボランティアコーナー
9月2 9日（金）群馬県から生涯学習ボランティア基礎講座参加者約3 0名が来館し、ヌエックボランティア
活動の概要説明・会館施設見学の後、ヌエックボランティア5名との交流が行われました。交流会では、参
加者からボランティア活動をはじめた動機や家族との問題、悩み等の質問があり、ヌエックボランティア側
からは活動を通して得たことや問題点についての話がありました。にこやかな話し合いの中、次から次へと
意見が発表され、今日的なボランティアの意義等を生涯学習の視点から意見交換することができました。限
られた時間だけにお互いのもどかしさも感じられる中、参加者の方から「これまで学んできた専門職の役割
を補充し活性化する機会と活動の場があれば・・・」と話されたのが印象的でした。活動を通じて自分から
学ぶだけではなく学んだものを地域に広め、教え合い助け合ったりし一人ひとりの住民参加を大切にしてい
くことを願った考え深い交流会でした。（会館ボランティア）
群馬県生涯学習センター「ボランティア基礎講座」受講生との交流
「英語を使ったボランティアをしたいのですが…」。神奈川県にお住まいの女子学生の方からお問い合わせ
がありました。活動分野は決めていないが、夏休みに外国人のお役に立つような活動をしてみたい、なるべく
自宅周辺でというご希望でした。お話しを伺っているうちにキャンプへの参加にも興味があることが分かりま
した。
「関心はあるけれど、きっかけがない」、「時間がない」という人のために、夏休みなどで参加しやすい7月
から8月に合わせて、全国各地のボランティアセンター等では、誰でも気軽に参加できるさまざまな「体験プ
ログラム」が用意されています。私はそのことをお話し、お住まいの地域のボランティアセンターと、特に青
少年を対象にしているボランティア情報提供機関をご紹介しました。
「問い合わせてみます！」。受話器の向こうから明るい声が返ってきました。これからの活動に思いを馳せ
ていられるようです。この夏きっと貴重な体験をされたことでしょう。
相談窓口では、これからボランティア活動を始めてみたい方へのきっかけ作りのご相談や、ご希望の活動情
報が得られるボランティア情報提供機関のご紹介などを行っています。どうぞお気軽にお問い合わせください。
（相談員）
国立婦人教育会館では、研究員を１名公募することといたしました。インターネットにより公募要領を当
会館ホームページにおいて公開しておりますので採用希望がある方はご覧下さい。
（担当：庶務課庶務係）
国立婦人教育会館ホームページＵＲＬ　http://www.nwec.go.jp/
研究員を公募
郷土にゆかりの武将である木曽義仲、畠山重忠を讃え偲んで生まれたお祭りです。鎧武者に扮した嵐山町民
の方が勇ましく町内を練り歩きます。
また、古式火縄銃の実演は迫力があり大勢の観衆を集めます。
表紙説明
古里（ふるさと）は嵐山町の北部に位置している地域です。獅子舞は雌獅子1頭、雄獅子が2頭で、これに
花笠がつきます。獅子舞は神社の祭りに奉納され、豊作祈願や感謝、雨乞いや悪魔払いなどを祈願します。
昭和37年に嵐山町の無形民俗文化財に指定されたそうです。
○古里獅子舞
全国ボランティア情報提供・相談窓口から
－2－
「婦人教育会館が女性教育会館に名前が変わるとか、また、独立行政法人になるとか、いろい
ろさわがしいですね。」
「ええ・・・。」
「独立行政法人になって、5年ごとに目標と照らし合わしたりして、そのうちに会館そのもの
の廃止とかの問題なども出ないともかぎりませんね。」
「何ですって、会館の運営委員をしているあなたがそんな不吉なことをいって。」
「ええ、その・・・。誤解をさせてすみません。」
いいたいことは、今日の社会で、かりに会館の存続が問題になるような事態が出てきても、ま
だまだ女性を巡る課題が多く、容易なことでは会館が消えてよいとはならないだろうということ
である。
男女共同参画の社会をつくろうとか、女性の力をあげるためにエンパワーメントしようとか、
テーマも多い。これらの問題がある限り女性教育会館はなくなるわけに行かない。課題の克服も
容易でないし、それが解決されても新たな問題がまたでてくる。古い話であるが、たまたま父親
がひとりで留守番をしていたら、家に帰ってきた息子が「今日はだれもいないの？」ときいたと
いう。家庭にとって機能しない男親がおっても無意味なのである。現に、私なども、わが家での
存在感は、飼猫の「ミミ」以下である。
ところで、ある会社でかかってきた電話に女性社員が出たところ「だれかいないか」と相手が
いう。「私がおります！」と答えたというが、相手は不服である。
こういう家庭での男の機能不全や社会での男性本位は、最近顕著にゆらいできていることは確
かである。しかし、サービス残業だ、転勤だなどなど、女性の活躍の足かせになるような問題は
山ほどある。また、育児施設など環境の整備や社会の仕組みが足りないだけでなく、特に「だれ
もいないの」というような意識が問題で、女性教育や男女共同参画の実現のための核になる女性
教育会館のような施設は、なくすわけにはいかない。
喜ぶべきか悲しむべきか、名前がかわり、組織がかわっても女性教育会館の生き残りは、2 1
世紀もまだまだ大丈夫のような気がする。
現　　 職　常葉学園大学学長
専 門 分 野　教育行政
主 な 著 書 「開かれた大学へ」（ぎょうせい）
「政策形成過程の研究」（ぎょうせい）
「大学と生涯学習」（第百生命フレンドシップ財団研究会）
齋藤締淳氏が語る“ひとこと”
平成12年度国立婦人教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
について
女性教育会館の生き残り
○時代まつり
御興をはじめ、太鼓の演奏や流し踊りなどのイベントが盛沢山で、模擬店や露店も賑わいます。写真は当会
館の「海外婦人教育情報専門家情報処理事業」の研修生が昨年、流し踊りや御興を担ぐなど参加させていただ
いた模様です。
○嵐山祭り
会館のわきを流れる都幾川べりで行われます。併せて灯籠流しも行われ、会館の宿泊棟からは一望できます。
○花火大会
鬼鎮（きぢん）神社は畠山重忠が菅谷館を構えるにあたり、鬼門よけとして祀ったといいます。鬼を守護神
に祀った珍しい神社で、除災招福の神として信仰されています。節分祭では赤鬼と青鬼が「福は内、鬼は内、
悪魔外」と言い豆まきをします。
○鬼鎮神社の節分祭
－3－
事業の実施報告
▲オープニングであいさつする大野館長
－6－
国立婦人教育会館では、8月3日（木）から6日（日）
の間、3泊4日で「2 0 0 0年女性学・ジェンダー研究国際
フォーラム」を開催し、全国4 7都道府県、および海外よ
り1 , 7 3 6名の参加を得た。本フォーラムは、女性2 0 0 0
会議の成果を受け、2 1世紀の地球的規模での男女平等・
女性の地位向上をめざし、女性学・ジェンダー研究と女
性のエンパワーメントに関わる多様な研究・教育・実践
活動の課題や成果を出し合い情報提供を行うとともに、
国内外のネットワークづくりを進めることをねらいに、
テーマを「2 1世紀に向けての男女平等・開発・平和」と
した。
プログラムとしては、大きく主催者提供プログラムと
自主企画ワークショップに分けられ、主催者提供プログ
ラムとしては、ジェンダー研究に関する最新の国際情報
として、①基調報告「女性2 0 0 0年会議の成果と戦略」、
①国際シンポジウム「2 1世紀に向けての男女平等・開
発・平和への取組」③北京「行動綱領」の重大関心領域
より8つのキーワードをテーマにした8つの国際ワークシ
ョップ（女性と経済、女性と教育、女性と暴力、制度的
しくみ、女性とメディア、女性と健康、女性と人権、女
性の政治参加）を実施した。
自主企画ワークショップとしては、全国と韓国からの
応募により1 0 4件が実施され、男女平等参画社会に向け
た様々な取組が報告・討議された。
どのプログラムもジェンダーの視点の入った力づよい
ものであり、熱気と迫力あふれた4日間であった。
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ことばの基礎知識
女性の政策・方針決定への参画
職業や社会的活動への女性の参加はたいへん活発になっていますが、政策・方針決
定に参画する女性は増加しているというもののまだ少数であるのが現状です。例えば、
世界女性国会議員比率ランキングにおける日本の順位は、衆議院1 2 6位、参議院2 2位
にとどまっています（「女性展望」2 0 0 0年1月号）。一方、国の審議会等における女性
委員の割合は目標であった2 0％を達成し、平成1 7年（2 0 0 5年）までに3 0％をめざす
という目標値が設定されました（男女共同参画推進本部、平成1 2年8月）。男女共同参
画社会の形成に向け、男女が対等なパートナーとして活動するために、社会のあらゆ
る場面において物事を決める際の相談や議論に女性がこれまで以上にかかわること、
すなわち政策・方針決定への参画が必要です。そのためには、学習を通じた女性自身
のエンパワーメント（力をつけること）が大切であり、同時に、家庭、地域、学校、
企業、政治、行政、司法などさまざまな場で、女性を積極的に登用し、参画の機会を
増やしていくという積極的改善措置（ポジティブ・アクション）が求められています。
嵐　山　往　来
イエメン計画・開発省次官補が視察
9月6日（水）、イエメン共和国計画・開発省次官補ア
スマ－・アル・バーシャ氏が、ご視察のため来館されま
した。同氏は外務省の招聘プログラム（中期指導者招聘）
にて来日中で、特に日本の女性教育に関する施設の見学
を希望されての訪問となりました。
館長からの会館概要の説明の後、会館の役割、日本の
女性政策等について熱心に質問をされました。平成1 0
年度女性の教育問題担当官セミナーで会館に滞在してい
たイエメンからの研修生の名前をお伝えすると、そのこ
とをご存知で、現在その研修生は女性関連の省庁で活躍
しているというお話をうかがうことができました。
特に家庭教育にご関心があるということで、参考までに「男女共同参画、はじめの一歩を
家庭から」のブックレットを差し上げました。
情報センター及び研修棟などの施設見学を行い、約3時間の視察を終えて退館されました。
情報ネットワーク
高等教育機関における女性学関連科目調査
当館では、1 9 8 3年以来、全国の大学や短期大学で行われている女性学関連科目につい
ての調査を行ってきました。本調査は、この分野の全国規模調査としては、日本で唯一
のものです。1 0回目にあたる今回は、1 9 9 9年、2 0 0 0年度開講の関連科目について、お
茶の水女子大学の館かおる先生を座長とする委員会を立上げ、本格的な調査を進めてい
ます。
現在、1 9 9 9年度の学務担当者向け調査の集計をすすめているところですが、前回の
1 9 9 6年度にくらべて開講大学数で5 0校以上、科目数は２倍以上の増加が見込まれてい
ます。
今後、1 9 9 9年度分については集計結果がまとまり次第、お伝えしてまいりますが、
2 0 0 0年度分については、さらに、担当教員への調査を行ない、両方の結果を合わせてデ
ータベース化しW i n e t C A S Sにて公開します。また、本調査の分析についても別に報告書
を作成する予定ですのでご期待ください。
7月25日から27日の3日間、「学校教
育の中のジェンダー／男女平等教育を
考える」を主題に、男女共同参画社会
の形成に向け、教師のための生涯学習
の一環として、学校教育における人権
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関する実践報告・事例報告者の事例をもとに、「性に関する指導」、「総合的な学習の時間」、「メ
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グループ討議等では活発な意見交換が行われ、教育現場で男らしさ女らしさにとらわれない
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2000年女性学・ジェンダー研究国際フォーラム
▲自主企画ワークショップより
▲ワークショプ「ジェンダーに敏感な視
点を身につける」で発表する参加者
教師のための男女平等教育セミナー
▲講義をする木村涼子氏
▲説明を受ける、アスマ－・アル・バーシャ氏
事業の実施報告
9月8日（金）、9日（土）の2日間、「家庭・地域で担う子育て支援
セミナー」を実施しました。
セミナーは、社会教育行政関係者、女性施設関係者、家庭教育支
援に関わっている団体・グループ、企業等143名（女性121名、男性
22名）が参加し、男女共同参画社会の形成に向けて、男性の子育
て・地域活動への参加促進及び母親の子育て不安の解消を図るた
めの実践的研修を行いました。
このセミナーにおいては、文部省男女共同参画学習課石田徹家
庭教育支援室長の講義、大日向雅美恵泉女学園大学の講演、諸橋
泰樹フェリス女学院大学助教授のワークショップ、また馬居政幸
静岡大学教授らを助言者とする分科会が行われました。大日向氏
のコーディネートによる「男女が共に担う子育てをめざして」と
題した全体会では、参加者と分科会講師による真剣な意見交換が
行われました。
なおこのセミナーでは、城西国際大学大学院・大正大学・明治
大学からの9名の社会教育実習生（※参照）が、ヌエックボランテ
ィアとともにセミナーの運営を支えてくれました。
家庭・地域で担う子育て支援セミナー
－5－－4－
海外婦人教育情報専門家情報処理研修事業
9月1 0日（日）から1 0月1 9日（木）まで4 0日間の日程で、海外婦人教育情報専門家情報処理研修事業が行
われました。この事業はアジア太平洋地域の婦人教育、女性情報等の専門家を招致し、情報処理技術の研修を
通して、女性問題の意識啓発に関する分析・まとめの技術及び情報メディアの活用技術を習得するとともに、
同地域の女性問題に関して相互理解を深め、女性情報ネットワーク化の促進を図ることを目的としています。
今年度は中国、イラン、北マリアナ諸島（初参加国）、タイ、バヌアツ、ベトナムから6名の研修生が参加
しました。
研修生たちは日本の女性行政、ジェンダーと
開発、女性情報ネットワーク等の講義を受けた
後、ウエッブページ作成を中心とした情報処理
演習に取り組んできました。1 0月1 3日には研修
のまとめとして1人ずつプレゼンテーションを行
いました。それぞれの国の状況を踏まえての女
性のための情報活用についての発表となり、大
変意義深いものとなりました。
研修以外でも、お茶会、ホームビジット、し
の笛コンサートなどを体験し、日本の伝統文化
に触れると共に、ボランティアや会館職員との
交流も深めることができました。
▲各分科会の成果を共有できた全体会
エルネットによる「家庭教育セミナー」のシリーズ第２弾放送開始!!
国立婦人教育会館の企画・制作による「家庭教育セミナー」のシリーズ第2弾「父親の家庭教
育参加のためのシリーズ」の放送が、10月6日（金）よりスタートし、10月から12月まで全5回
の放送が予定されています。
今回のシリーズは、家庭教育の大切さや男女が協力して
子育てを楽しむ気持ちの必要性などについて、男性の子育
て参加といった視点から番組を企画しました。講師には、
家庭教育に関する専門家、マスコミ等でお馴染みのタレン
ト、民間企業に勤めながら積極的に子育てを行っている会
社員などを招き、様々な立場から家庭教育に関する経験や
ご意見を伺いました。
前号のヌエックニュースでもご案内しましたが、「家庭教
育セミナー」は、会館を初めエル・ネット（※参照）の受
信設備のある全国の公民館、図書館、学校、生涯学習セン
ター等（約1,400カ所）でご覧になれます。なお、会館には
貸出用ビデオもあります。好評のうちに放送終了したシリ
ーズ第１弾「しつけ集中シリーズ」についても貸出用ビデ
オを用意しておりますので、是非ともご活用ください。（「し
つけ集中シリーズ」のテーマと講師は下に示してあります。）
来年1月12日（金）からはシリーズ第3弾として「明日の
親のためのシリーズ」が放送されます。このシリーズでは、
これから親になる人向けの家庭教育や子育てに関する情報
などを盛り込む予定ですのでご期待ください。
※シリーズ第１弾「しつけ集中シリーズ」のテーマ及び講師
第１回　テーマ「親子のコミュニケーション」（河合隼雄、
残間里江子）
第２回　テーマ「親から学んだもの」（和泉元彌、残間里江子）
第３回　テーマ「基本的な生活習慣としつけ」（藤崎眞知代）
第４回　テーマ「子どもの社会性を育てる」（汐見稔幸）
第５回　テーマ「私の子育て論」（鈴木光司、残間里江子）
※平成11年7月より文部省が本格運用を開始している社会教育・学校教育の衛星通信ネットワーク。通信衛
星を利用して全国の公民館、図書館等の社会教育施設や教育関係機関を衛星回線で結び教育関係等様々な放
送を配信している。
事業予告・募集
子どもたちにはこれからの社会の担い手として幼少期から男
女平等意識を身につけ、一人一人がもっている力を性別にしば
られずに発揮でき、男の子も女の子も社会を維持する義務と責
任をもつことが期待されています。国立婦人教育会館では、平
成10年度から文部省の委嘱により「男女共同参画の視点に立った
家庭教育推進方策に関する調査研究」を3年計画で進めてい
ます。2年次の研究成果として、男女共同参画の視点に立った
家庭教育に関する生涯学習関係事業を企画・実施するための参
考資料となるブックレット「男女共同参画、はじめの一歩を家
庭からー家庭教育事業推進のための理論と実践ー」を作成しま
した。このたび、このブックレットを大蔵省印刷局から460円
（税別）で出版することとなりました。家庭教育事業を担当され
ている方、子育て支援に取り組んでいる多くの方々に広くご活
用いただきたいと思っています。詳しくは事業課まで。
家庭教育ブックレット
※大学において社会教育実習を受講する学生を対象として、
大学（指導教官）との協議に基づき、主催事業の補助業務等の
体験実習を通じて、婦人教育の現状及び婦人教育施設の役割に
ついて学習する。
NWECアドバンストコース
平成1 3年１月2 2日（月）から2 6日（金）4泊5日の日程で「N W E C（国立婦人教育会館）アドバンストコ
ース」を開催します。行政担当者・家庭教育関係団体・グループのリーダーを対象として、男女共同参画の
形成に向け、婦人教育・家庭教育に関する事業の企画・立案に必要な専門的知識・技術の修得及びジェンダ
ーに敏感な学習に資する実践的な研修を行います。主な内容としては、「男女共同参画・女性政策」「意識変
容・エンパワーメントに向けた教育・学習の方法」「男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の今日的課
題と方策研究」です。皆様の参加をお待ちしています。
詳しくは、事業課まで。
事業予告・募集
「男女共同参画、はじめの一歩を家庭から」の市販開始!!
▲講義をする大日向雅美恵泉女学園大学教授
調査研究資料の作成
▲修了証書を手にする研修生と会館職員
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事業の実施報告
▲オープニングであいさつする大野館長
－6－
国立婦人教育会館では、8月3日（木）から6日（日）
の間、3泊4日で「2 0 0 0年女性学・ジェンダー研究国際
フォーラム」を開催し、全国4 7都道府県、および海外よ
り1 , 7 3 6名の参加を得た。本フォーラムは、女性2 0 0 0
会議の成果を受け、2 1世紀の地球的規模での男女平等・
女性の地位向上をめざし、女性学・ジェンダー研究と女
性のエンパワーメントに関わる多様な研究・教育・実践
活動の課題や成果を出し合い情報提供を行うとともに、
国内外のネットワークづくりを進めることをねらいに、
テーマを「2 1世紀に向けての男女平等・開発・平和」と
した。
プログラムとしては、大きく主催者提供プログラムと
自主企画ワークショップに分けられ、主催者提供プログ
ラムとしては、ジェンダー研究に関する最新の国際情報
として、①基調報告「女性2 0 0 0年会議の成果と戦略」、
①国際シンポジウム「2 1世紀に向けての男女平等・開
発・平和への取組」③北京「行動綱領」の重大関心領域
より8つのキーワードをテーマにした8つの国際ワークシ
ョップ（女性と経済、女性と教育、女性と暴力、制度的
しくみ、女性とメディア、女性と健康、女性と人権、女
性の政治参加）を実施した。
自主企画ワークショップとしては、全国と韓国からの
応募により1 0 4件が実施され、男女平等参画社会に向け
た様々な取組が報告・討議された。
どのプログラムもジェンダーの視点の入った力づよい
ものであり、熱気と迫力あふれた4日間であった。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ことばの基礎知識
女性の政策・方針決定への参画
職業や社会的活動への女性の参加はたいへん活発になっていますが、政策・方針決
定に参画する女性は増加しているというもののまだ少数であるのが現状です。例えば、
世界女性国会議員比率ランキングにおける日本の順位は、衆議院1 2 6位、参議院2 2位
にとどまっています（「女性展望」2 0 0 0年1月号）。一方、国の審議会等における女性
委員の割合は目標であった2 0％を達成し、平成1 7年（2 0 0 5年）までに3 0％をめざす
という目標値が設定されました（男女共同参画推進本部、平成1 2年8月）。男女共同参
画社会の形成に向け、男女が対等なパートナーとして活動するために、社会のあらゆ
る場面において物事を決める際の相談や議論に女性がこれまで以上にかかわること、
すなわち政策・方針決定への参画が必要です。そのためには、学習を通じた女性自身
のエンパワーメント（力をつけること）が大切であり、同時に、家庭、地域、学校、
企業、政治、行政、司法などさまざまな場で、女性を積極的に登用し、参画の機会を
増やしていくという積極的改善措置（ポジティブ・アクション）が求められています。
嵐　山　往　来
イエメン計画・開発省次官補が視察
9月6日（水）、イエメン共和国計画・開発省次官補ア
スマ－・アル・バーシャ氏が、ご視察のため来館されま
した。同氏は外務省の招聘プログラム（中期指導者招聘）
にて来日中で、特に日本の女性教育に関する施設の見学
を希望されての訪問となりました。
館長からの会館概要の説明の後、会館の役割、日本の
女性政策等について熱心に質問をされました。平成1 0
年度女性の教育問題担当官セミナーで会館に滞在してい
たイエメンからの研修生の名前をお伝えすると、そのこ
とをご存知で、現在その研修生は女性関連の省庁で活躍
しているというお話をうかがうことができました。
特に家庭教育にご関心があるということで、参考までに「男女共同参画、はじめの一歩を
家庭から」のブックレットを差し上げました。
情報センター及び研修棟などの施設見学を行い、約3時間の視察を終えて退館されました。
情報ネットワーク
高等教育機関における女性学関連科目調査
当館では、1 9 8 3年以来、全国の大学や短期大学で行われている女性学関連科目につい
ての調査を行ってきました。本調査は、この分野の全国規模調査としては、日本で唯一
のものです。1 0回目にあたる今回は、1 9 9 9年、2 0 0 0年度開講の関連科目について、お
茶の水女子大学の館かおる先生を座長とする委員会を立上げ、本格的な調査を進めてい
ます。
現在、1 9 9 9年度の学務担当者向け調査の集計をすすめているところですが、前回の
1 9 9 6年度にくらべて開講大学数で5 0校以上、科目数は２倍以上の増加が見込まれてい
ます。
今後、1 9 9 9年度分については集計結果がまとまり次第、お伝えしてまいりますが、
2 0 0 0年度分については、さらに、担当教員への調査を行ない、両方の結果を合わせてデ
ータベース化しW i n e t C A S Sにて公開します。また、本調査の分析についても別に報告書
を作成する予定ですのでご期待ください。
7月25日から27日の3日間、「学校教
育の中のジェンダー／男女平等教育を
考える」を主題に、男女共同参画社会
の形成に向け、教師のための生涯学習
の一環として、学校教育における人権
尊重、男女平等に関する指導の充実及
びジェンダーに敏感な視点の定着と深
化を目的としたセミナーを開催しまし
た。
今年度で4回目となるセミナーでは、
都道府県の教育委員会指導主事及び校長・園長・教頭・教諭等142名
（男性27名）が参加し、文部省生涯学習局男女共同参画学習課長有松育
子氏の「男女共同参画社会の実現に向けて」及び大阪女子大学人文社会
学部助教授木村涼子氏の「学校教育をジェンダーの視点から見直す」の
講義の外、自分自身をジェンダーの視点で振り返るワークショップ、参加者の男女平等教育に
関する実践報告・事例報告者の事例をもとに、「性に関する指導」、「総合的な学習の時間」、「メ
ディア・リテラシー」、「学校経営」の4分科会に分かれてグループ討議等が行われました。
グループ討議等では活発な意見交換が行われ、教育現場で男らしさ女らしさにとらわれない
教育及び指導が行われているかを検証し、男女平等意識を高める教育・指導の向上に資する充
実したセミナーとなりました。
2000年女性学・ジェンダー研究国際フォーラム
▲自主企画ワークショップより
▲ワークショプ「ジェンダーに敏感な視
点を身につける」で発表する参加者
教師のための男女平等教育セミナー
▲講義をする木村涼子氏
▲説明を受ける、アスマ－・アル・バーシャ氏
－7－
ボランティアコーナー
9月2 9日（金）群馬県から生涯学習ボランティア基礎講座参加者約3 0名が来館し、ヌエックボランティア
活動の概要説明・会館施設見学の後、ヌエックボランティア5名との交流が行われました。交流会では、参
加者からボランティア活動をはじめた動機や家族との問題、悩み等の質問があり、ヌエックボランティア側
からは活動を通して得たことや問題点についての話がありました。にこやかな話し合いの中、次から次へと
意見が発表され、今日的なボランティアの意義等を生涯学習の視点から意見交換することができました。限
られた時間だけにお互いのもどかしさも感じられる中、参加者の方から「これまで学んできた専門職の役割
を補充し活性化する機会と活動の場があれば・・・」と話されたのが印象的でした。活動を通じて自分から
学ぶだけではなく学んだものを地域に広め、教え合い助け合ったりし一人ひとりの住民参加を大切にしてい
くことを願った考え深い交流会でした。（会館ボランティア）
群馬県生涯学習センター「ボランティア基礎講座」受講生との交流
「英語を使ったボランティアをしたいのですが…」。神奈川県にお住まいの女子学生の方からお問い合わせ
がありました。活動分野は決めていないが、夏休みに外国人のお役に立つような活動をしてみたい、なるべく
自宅周辺でというご希望でした。お話しを伺っているうちにキャンプへの参加にも興味があることが分かりま
した。
「関心はあるけれど、きっかけがない」、「時間がない」という人のために、夏休みなどで参加しやすい7月
から8月に合わせて、全国各地のボランティアセンター等では、誰でも気軽に参加できるさまざまな「体験プ
ログラム」が用意されています。私はそのことをお話し、お住まいの地域のボランティアセンターと、特に青
少年を対象にしているボランティア情報提供機関をご紹介しました。
「問い合わせてみます！」。受話器の向こうから明るい声が返ってきました。これからの活動に思いを馳せ
ていられるようです。この夏きっと貴重な体験をされたことでしょう。
相談窓口では、これからボランティア活動を始めてみたい方へのきっかけ作りのご相談や、ご希望の活動情
報が得られるボランティア情報提供機関のご紹介などを行っています。どうぞお気軽にお問い合わせください。
（相談員）
国立婦人教育会館では、研究員を１名公募することといたしました。インターネットにより公募要領を当
会館ホームページにおいて公開しておりますので採用希望がある方はご覧下さい。
（担当：庶務課庶務係）
国立婦人教育会館ホームページＵＲＬ　http://www.nwec.go.jp/
研究員を公募
郷土にゆかりの武将である木曽義仲、畠山重忠を讃え偲んで生まれたお祭りです。鎧武者に扮した嵐山町民
の方が勇ましく町内を練り歩きます。
また、古式火縄銃の実演は迫力があり大勢の観衆を集めます。
表紙説明
古里（ふるさと）は嵐山町の北部に位置している地域です。獅子舞は雌獅子1頭、雄獅子が2頭で、これに
花笠がつきます。獅子舞は神社の祭りに奉納され、豊作祈願や感謝、雨乞いや悪魔払いなどを祈願します。
昭和37年に嵐山町の無形民俗文化財に指定されたそうです。
○古里獅子舞
全国ボランティア情報提供・相談窓口から
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「婦人教育会館が女性教育会館に名前が変わるとか、また、独立行政法人になるとか、いろい
ろさわがしいですね。」
「ええ・・・。」
「独立行政法人になって、5年ごとに目標と照らし合わしたりして、そのうちに会館そのもの
の廃止とかの問題なども出ないともかぎりませんね。」
「何ですって、会館の運営委員をしているあなたがそんな不吉なことをいって。」
「ええ、その・・・。誤解をさせてすみません。」
いいたいことは、今日の社会で、かりに会館の存続が問題になるような事態が出てきても、ま
だまだ女性を巡る課題が多く、容易なことでは会館が消えてよいとはならないだろうということ
である。
男女共同参画の社会をつくろうとか、女性の力をあげるためにエンパワーメントしようとか、
テーマも多い。これらの問題がある限り女性教育会館はなくなるわけに行かない。課題の克服も
容易でないし、それが解決されても新たな問題がまたでてくる。古い話であるが、たまたま父親
がひとりで留守番をしていたら、家に帰ってきた息子が「今日はだれもいないの？」ときいたと
いう。家庭にとって機能しない男親がおっても無意味なのである。現に、私なども、わが家での
存在感は、飼猫の「ミミ」以下である。
ところで、ある会社でかかってきた電話に女性社員が出たところ「だれかいないか」と相手が
いう。「私がおります！」と答えたというが、相手は不服である。
こういう家庭での男の機能不全や社会での男性本位は、最近顕著にゆらいできていることは確
かである。しかし、サービス残業だ、転勤だなどなど、女性の活躍の足かせになるような問題は
山ほどある。また、育児施設など環境の整備や社会の仕組みが足りないだけでなく、特に「だれ
もいないの」というような意識が問題で、女性教育や男女共同参画の実現のための核になる女性
教育会館のような施設は、なくすわけにはいかない。
喜ぶべきか悲しむべきか、名前がかわり、組織がかわっても女性教育会館の生き残りは、2 1
世紀もまだまだ大丈夫のような気がする。
現　　 職　常葉学園大学学長
専 門 分 野　教育行政
主 な 著 書 「開かれた大学へ」（ぎょうせい）
「政策形成過程の研究」（ぎょうせい）
「大学と生涯学習」（第百生命フレンドシップ財団研究会）
齋藤締淳氏が語る“ひとこと”
平成12年度国立婦人教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
について
女性教育会館の生き残り
○時代まつり
御興をはじめ、太鼓の演奏や流し踊りなどのイベントが盛沢山で、模擬店や露店も賑わいます。写真は当会
館の「海外婦人教育情報専門家情報処理事業」の研修生が昨年、流し踊りや御興を担ぐなど参加させていただ
いた模様です。
○嵐山祭り
会館のわきを流れる都幾川べりで行われます。併せて灯籠流しも行われ、会館の宿泊棟からは一望できます。
○花火大会
鬼鎮（きぢん）神社は畠山重忠が菅谷館を構えるにあたり、鬼門よけとして祀ったといいます。鬼を守護神
に祀った珍しい神社で、除災招福の神として信仰されています。節分祭では赤鬼と青鬼が「福は内、鬼は内、
悪魔外」と言い豆まきをします。
○鬼鎮神社の節分祭
○総合テーマについて“ひとこと”
常葉学園大学長　　齋藤締淳
○事業の実施報告
・女性学・ジェンダー研究国際フォーラム
・教師のための男女平等教育セミナー
・家庭・地域で担う子育て支援セミナー
・海外婦人教育情報専門家情報処理研修事業
○事業予告・募集
・NWECアドバンストコース
・エルネットによる「家庭教育セミナー」のシリーズ
第２弾放送開始!!
○調査研究資料の作成
○情報ネットワーク
○ことばの基礎知識
○嵐山往来
○ボランティアコーナー
○全国ボランティア情報提供・相談窓口から
○かいらんばん
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かい ら ん ばん
この度、国立婦人教育会館は平成13年1月6日より国の中央省庁等の改革により、国立女性教育会
館へ名称を変更すること及び行政改革により平成13年4月（独立行政法人の設立日、現在未定）より
独立行政法人国立女性教育会館へ移行することをお知らせします。
※　休館日（平成12年11月～平成13年1月）
11月6日（月）・20日（月）
12月4日（月）・18日（月）・28日（木）～31日（日）
1月1日（月）～ 5 日（金）・15日（月）
休館日でも前日に宿泊した方は、朝食と午前10時までの宿泊棟の利用ができます。
電話やＦＡＸによる申し込みの受付や利用相談も行っています。
【申し込み専用電話番号】 ＴＥＬ：0493-62-6723 ＦＡＸ：0493-62-6720
※　婦人教育情報センターの夜間開室
会館利用者の学習支援を目的として、11月末までの毎週金・土曜日に婦人教育情報センター
の開室時間を午後9時まで延長しておりますのでご利用下さい。
※　全国ボランティア情報提供・相談窓口
【受付時間等】12月28日～1月4日を除く毎日　午前9時～午後5時
電　話：0493-62-1131 ＦＡＸ：0493-62-8185
Ｅ-mailアドレス：vol@nwec.go.jp
会館ホームページアドレス：http://www.nwec.go.jp/
（インターネットによる情報提供を会館ホームページから公開しています。）
3～ 5日　韓国女性開発院との共同研究会
7～10日　北京世界女性会議5周年北京JAC第5回シンポジウム
10～15日　自治体女性管理者フォーラム
11日　西部地区学校事務研究会事務職員研修会
12日　西部地区学校事務研究会事務職員研修会
15～16日　埼玉県手話通訳問題研究会埼玉集会
29～30日（社）茶道裏千家淡交会東京第二東西支部青年部
30～1 日　2000年ガールスカウトギャザリング北関東地区
●ヌエックカレンダー
主な利用団体（７～９月）
７月
８月
7～11日　埼玉県総合教育センタ （ー学校栄養職員・養護教員研修）
7日　埼玉県公立小・中学校女性校長会
9日　同和教育実践報告会
9～10日　日本総合教育研究会（幼稚園・保育園関係者実技研修）
10～12日 （社）全埼玉私立幼稚園連合会　西部ブロック代表
17～18日　埼玉県高等学校家庭クラブ連盟
18日　埼玉県小学校家庭科教育研究会
22～25日　東京都教育庁体育部（学校栄養職員研修）
23日　埼玉県公立小中学校事務職員研究協議会
24～26日　東京都公立保育園研究会
25日　栃木県婦人教育指導者研修
９月
15～17日　東京いのちの電話
16～17日　第16回埼玉県学童保育合宿研究会
19～20日　埼玉大学厚生補導教職員研究会
25～30日　第35回地方自治体女性管理監督者研修会
「セクシュアリティをめぐる現在」
編 集 後 記
●お知らせ
昨年埼玉医
大において性
転換手術が行
われるなどセ
クシュアリテ
ィをめぐって、
性的マイノリ
ティの立場か
らの動きも見
られるように
なりました。
そこで、セクシュアリティや性についての規範を
めぐる歴史的文化的流れをジェンダーの視点から
探るとともに、現在の動きについて考える資料を
一階エントランスホールに展示中ですので是非ご
覧ください。
＊展示資料例
「性同一性障害はオモシロイ：性別って変えられる
んだョ」「トランスジェンダーの仲間たち」「ドメ
スティック・バイオレンス」「問われる女性の人
権」ほか
●展示コーナー
今号の表紙は、会館がある嵐山町のさまざまな祭りを紹介しています。
掲載するにあたり、主に祭りに関してのみではありますが、その起源
等を知るにつれ、嵐山町の方のふるさとへの愛着や引き継がれてきて
いる文化を垣間見れたことは私事ではありますが大変良かったと思い
ます。会館に訪れた際には、少しでもこの嵐山町に触れていただけれ
ばと思います。
「かいらんばん」のお知らせにあるとおり、国立女性教育会館へと名称
が変ります。この広報紙もかつては名称を「国立婦人教育会館ニュー
ス」としていた時期がありました。今後も会館の情報をつぶさにお伝
えしていきますのでよろしくお願いいたします。
ヌエックニュース第91号
平成12年10月25日発行
編集発行　国立婦人教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（庶務課）62-6720（事業課）62-6721（情報交流
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E-mailwebmaster@nwec.go.jp
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▲ 古里の獅子舞
▲ 花火大会（都幾川）
▲ 古式火縄銃の実演
▲ 嵐山祭り
時代まつり▼
●利用案内
省庁改編による名称変更及び行政改革による独立行政法人への移行
▲
▲ 鬼鎮神社の節分祭
赤鬼と青鬼
「嵐山町の祭り」（P7に説明）
